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こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

教
育
長
　
専
門
家
に
よ

る
相
談
・
指
導
・
講
習

を
行
う
な
ど
、
団
体
の

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

今
後
と
も
学
校
、
町
、

地
域
の
協
働
体
制
を
堅

持
し
て
い
く
。

校
庭
芝
生
化
　
町
の
協

力
体
制
は

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
限
ら
れ
た
財
源

で
、
効
率
的
に
成
果
を

出
す
こ
と
が
、
行
政
と

し
て
の
責
務
。

子
育
て
支
援
策
の
さ
ら

な
る
展
開
は

ど
う
進
め
る

　
　
　

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
推
進
へ
の
具
体
的
、
実
践
的
に
検
討

町
長

近
藤　
　

浩　

議
員
（
改
革
み
ず
ほ
の
会
）

質
問　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
町
民
が
主

体
的
に
地
域
活
動
な
ど
に

参
加
し
、
真
の
「
住
民
自

治
」
を
実
現
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
26
年

10
月
に
は
「
協
働
宣
言
」

も
策
定
さ
れ
た
。
い
く
つ

か
の
施
策
も
あ
る
が
、
真

に
町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
協
働
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
に
報

告
が
あ
っ
た
「
町
民
意
識

調
査
」
は
ど
う
活
か
さ
れ

る
の
か
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長　

町
で
は
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
に
協
働
を
考
え
る
会

議
を
設
置
し
、
26
年
10
月

に
協
働
宣
言
を
策
定
し
た
。

同
会
議
で
は
宣
言
の
実
現

の
た
め
に
①
地
域
へ
の
周

知
啓
発
。
②
地
域
団
体
の

出
会
い
の
場
の
提
供
と
各

種
団
体
の
活
動
の
情
報
の

提
供
。
③
町
職
員
が
住
民

視
点
で
課
題
を
捉
え
る
意

識
を
持
つ
。
と
の
以
上
の

３
項
目
に
ま
と
め
て
提
言

書
を
提
出
し
た
。
27
年
度

か
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

協
働
推
進
へ
の
具
体
的
、

実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
。町民会館に設置されている「協働宣言」のプレート

開会式で聖火に
点火する様子

町内事業者の育成と
　　　　　契約方法の公平性を

町長

森　　　亘　議員（自民新政会） 質
問　

少
子
高
齢
化
社
会

に
適
応
す
る
行
財
政
運
営

を
可
能
と
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

町
の
民
間
事
業
者
の
育
成

と
協
力
が
必
須
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
お
け
る
事
業
者

選
定
の
基
本
方
針
と
選
定

方
法
、
公
平
性
・
透
明
性

の
確
保
に
つ
い
て
、
次
の

４
点
を
町
長
に
伺
う
。

問
①
　
現
在
の
町
内
事
業

者
へ
の
受
注
率
は
。

町
長　

26
年
度
の
１
千
万

円
以
下
の
工
事
案
件
に
お

け
る
町
内
業
者
の
受
注
状

況
は
25
件
で
49
％
。

問
②
　
各
種
事
業
の
見

積
・
積
算
方
法
は
。

町
長　

通
常
、
職
員
が
積

算
基
準
や
設
計
単
価
表
な

ど
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。

案
件
に
よ
っ
て
は
委
託
業

者
に
お
願
い
す
る
。

問
③
　
町
へ
の
還
元
等
、

付
加
価
値
へ
の
評
価
は
な

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

指
名
競
争
入
札
に

お
い
て
は
、
地
元
貢
献
性

を
視
野
に
入

れ
た
基
準
に

従
い
優
先
指

名
し
て
い
る
。

問
④
　
特
命

随
意
契
約
、

指
名
業
者
選

定
の
公
平

性
・
透
明
性

の
確
保
は
。

町
長　

随
意

契
約
で
は
、

緊
急
性
・
経

済
的
合
理

性
・
技
術
の
特
殊
性
な
ど

を
審
議
し
決
定
。
指
名
業

者
選
定
で
は
、
入
札
後
に

入
札
経
過
調
書
を
公
表
し
、

町
の
判
断
基
準
を
示
す
な

ど
し
て
公
平
性
・
透
明
性

を
確
保
し
、
契
約
事
務
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
る
。地元業者が参加した商工会通常総代会

町内事業者の受注状況は25件で49％

委員会活動報告

１．新規の取組み等を含めて、できる限り早期に対策の実施を図られたい。
２．熱中症予防シェルターについては、様々な施設が利用可能となるように検討願いたい。
３．見守りなど高齢者等に対する熱中症対策の拡充を検討されたい。

熱中症対策に関する申入れを行い
ました

町の障がい者施設４か所を視察
　６月８日、全委員８名で町内の委員会の所管にかかわる
施設のうち、精神障害者地域支援センター「ひまわり」、
福祉作業所「さくら」、精神障害者共同作業所「ころぼっ
くる」、心身障害者（児）福祉センター「あゆみ」の４か
所を視察しました。
　それぞれの施設の状況など、意見交換を行いました。

　6月24日、正副委員長において、町に対し熱中症対策に関する
申し入れを行いました。
　6月8日の委員会で、今夏の熱中症対策について、町より例年の
取り組みに加え、保育園児の保護者や町の事業者を通じて周知を
図るなど新たな取り組みを実施するとの報告がありました。協議
した結果、以下の点について申し入れを行う事になりました。

厚生文教委員会

申し入れをしている様子（副町長室）

「ころぼっくる」の作業の様子

ふれあい運動会に参加
　6月21日、中央体育館で第35回瑞穂町ふ
れあい運動会が開催されました。障がいをお
持ちの方、ボランティアの方、一般の方など
が集って、借り物レース、車椅子パンくい競
争、玉入れなどが行われました。議員の多く
も一緒に各種競技に参加して、共にいい汗を
かきました。また、「手のひらに太陽を」の
手話体操では、参加者全員の気持ちがひとつ
に繋がり大いに盛り上がりました。

議会議会
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▲


